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記憶をつなぎ
心に寄り添う
メモリーケア

～その方らしさを
尊重した関りが
もたらす笑顔と変化～



施設紹介
株式会社

高齢者向けマンション【サンシティ】
介護型有料老人ホーム【サンシティ ロイヤルケア】

全17施設

介護付有料老人ホーム

開設 2008.11.1
総居室戸数 619室 介護居室 112室



生産性向上推進に向けたシステム導入

サンシティ ケアサービス課
ワークスケジュール



削減

還元

月平均

-140時間



パーソナルレクからケアへ進化

Befor：パーソナルレク

趣味や得意な事をもとに実施

After：パーソナルメモリーケア

生活史に寄り添い 日々のケアへ繋ぐもっと深くその人を知りたい

こうすれば変わるかも！？



メモリーケアの目的

認知症を有するご入居者が「自分らしく」生きることを大切に
日々の生活の中で意味や「役割」を感じられるよう
価値観や経験を尊重し、出来ることに目を向け
喜びや思い出に触れ安心して過ごせる環境を目指す



取組方法

Step 01 Step 02 Step 03 Step 04 Step 05

パーソナルレクシート
ご入居者全員分を
スタッフが作成

思い出ノート作成
対象はご入居者6名

人生史をご本人の語りで
2カ月間聞き取り

実際に取り組む 評価

勉強会の実施
メモリーケアの
意義と実践方法を

全員で学ぶ

週2回約15分
１対1 or 少人数
趣味や特技

表情・発語・集中度を観察
月2回 QOL変化を調査
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倫理的配慮

本事例の紹介にあたっては

ご本人・ご家族の意向を尊重し

個人が特定されないよう十分に配慮しています。



実際の取組

【南京玉すだれを皆の前で披露いしたい】

歌詞を思い出し一つずつ
玉すだれの技を練習する

【編み物で一品作りたい】

【ご自身のレシピ本より一品作る】 【自分の好きな時間に本を読みたい】

【自分史を作りたい】

【ラーメンが食べたい】

思い出の味『土瓶蒸し』を
レシピを見て確認

景色を見つつお茶をしながら
ゆっくりした空間で私の時間を楽しむ

個別の嚥下体操を行う
手指を動かすことにより
刺激を与え活動量を増やす

過去の写真を思い出話をしながら
アルバムに貼りつけ・飾り付けをする

日中の余暇時間に
スタッフと編み物を一緒にする



事例紹介

K様 98歳 女性
コミュニケーションは取れるが自発性は少ない
元料理教室講師

今度あなたたちへ、御馳走してあげましょうか。

目標：ご自身のレシピより【土瓶蒸し】を作る

●椎茸の飾切り動画の視聴
●ハサミでチラシを切る練習
●レシピの確認 など

当日は家族様を招待
切り方や飾付にもこだわる



QOLの変化 対象人数 6名

WHO-5 精神的健康状態表活用



「表情が明るくなった」「安心して任せられる」
ご入居者からの感想

スタッフの大きな励み

家族からの言葉



おわりに ～安心と信頼を築く為に～

今回の取組でご入居者のQOL向上を認めた

メモリーケアを核に

パーソナルレクリエーション

日々のスケジュールへ組込む

その人らしさ
を継続的に引き出す

役 割

繋がり 安心感



今後の課題

メモリーケア指針の策定

一部のスタッフで終わらせず
全体でその人らしさを守り抜く



～認知症ケアの鍵～
「メモリーケア」は認知症ケアにおける大切な鍵

一人ひとりに寄り添い笑顔と変化を繋ぐケアを継続

おわりに
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